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研究成果の概要（和文）：21世紀における美術館の新しい役割を分析した。グローバリゼーションが進み、21世紀に入
り新しく地域社会に参加する人々を対象にアートを用いた言語教育プログラムを提供する美術館が出てきた。長期的な
取り組みを行っている美術館として、教材を出版したプログラムに焦点をあて、アメリカ・オランダ・デンマーク・日
本で現地調査を実施した。プログラムの目的、企画、運営、カリキュラム、成果に関して、特徴を比較分析した。グロ
ーバルに移動する人々が多様化する21世紀に、美術館はアートを用いて、変化に適応する人、そして受容する人にとっ
て、エンパワメントや相互理解の基盤を形成することで社会に貢献することができる。

研究成果の概要（英文）：It is a research of a new function for art museums in 21st Century. Because of 
globalization, there are some museums which have started new programs for new comers to the society. In 
order to focus on long-term programs, I looked into the ones which have already published textbooks or 
teaching materials. Including the fieldwork in U.S., Netherlands, Denmark, and Japan, the purposes, 
initiatives, organization, curricula, and outcomes were analyzed and their characteristics were compared. 
In the time of various people on the global move, art museums can build a base for the people adapting 
and/or accepting changes to empower themselves and help mutual understanding.

研究分野：アーツ・マネジメント
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１．研究開始当初の背景 
 比較的新しい学問分野であるアート・マネ
ジメント研究は、文化政策、財政、都市計画、
市場経済、芸術機関経営などの分野から多角
的にアプローチされている。美術館教育プロ
グラムの研究は、芸術機関経営研究のひとつ
であるが、教育や文化政策など多分野と密接
に関連している。 
 後藤は『文化と都市の公共政策』（2005年）
で、文化政策策定の理論的枠組み、政策実施
を支える財政、政策評価を海外の事例ととも
に論じている。そして日本で導入された指定
管理者制度については小林、中川などの研究 
(2006年)があり、美術館に限らず劇場などを
含め日本の公立文化施設の現状と問題点が提
起されている。美術館に限定したものには、
『美術館政策論』(根木、枝川、他 1998年)
があり、日本の博物館法、文化財保護法、学
芸員制度などの歴史と現状、課題が論じられ
ている。さらに、『ミュージアムが都市を再
生する』(2003年)で上山と稲葉は博物館の果
たせる新たな役割を都市の活性化に見いだし、
改革案を提示した。また、美術館の現状を美
術史と建築史の観点から分析した並木と中川
の『美術館の可能性』(2006年)には、美術館
の概念、制度、そして空間に関して事例を挙
げつつ具体的に検証が行われている。 
 上記の研究により、美術館の存在意義、日
本における関連法令や政策の在り方、経済的
支援の理論と方法、そして現状と課題が明ら
かにされている。本研究は海外および日本の
美術館の事例を取り上げ、それらの事例から
21世紀の美術館に提示できる教育プログラム
や施策を求めるものである。 
 欧米では美術館経営は美術史や博物館学で
扱われてきた歴史がある。近年の代表的な研
究では、MacClellanがInventing the Louvre 
(1994年)で、美術史家の視点からルーヴル美
術館の成立をフランス革命や18世紀の美術界
といった社会的条件も含め分析した。
Weil(Reinventing the Musuem, Anderson ed. 
2004年)は博物館の機能に関する新しいパラ
ダイムの出現を指摘し、コレクションの収
集・保存・研究機能に置かれてきた重点が、
ビジターとのコミュニケーション機能に置か
れるようになり、その結果コレクションの方
針転換も引き起こされることをスミソニアン
のハーシュホーン美術館の例で示した。最近
では経営学の分野で、Hagoort(2003年)が起業
家的経営戦略をアートに応用するモデル提示
を行い、Suchy(2004年)が変革の経営における
館長の役割をリーダーシップ論で検証した。
また、経済学からはThrosbyがEconomics and 
Culture(2001年) において、経済的価値と文
化的価値を併せ持つ「文化資本」の概念を提
唱した。美術館も含めた文化産業が都市に及

ぼす影響や観光・貿易との関係も指摘してい
る。さらに、美術館教育の分野ではHein(1992, 
1998, 2012年)が、学習者が自ら意味を構成す
ると考える構成主義という学習理論に基づき、
博物館におけるビジターが個人の体験や自分
の属する社会集団の価値をベースに意味を構
成することを主張している。 
 これらの先行研究が本研究の背景および基
礎となっている。 
 また、自ら手がけてきた近・現代美術館経
営の研究では以下のような教育プログラムを
取り上げた。「ルイジアナ近代美術館におけ
る『子どもハウス』」(2007年)において、家
族参加型プログラムから美術館のビジョンと
時代の変化を分析しコミュニケーションとい
う機能の重要性を検証した。「アウトリーチ
する美術館」(2007年)では、難民児童を対象
に実施された教育プログラムから美術館にと
ってのコミュニティーという概念の定義と、
美術を通して参加者のアイデンティティ確立
過程への貢献を検証し、同時に多様なビジタ
ーによって作品が新しい評価を獲得する可能
性を示唆した。東海大学外国語教育センター
では、語学教育という新しい角度から美術館
教育の研究に着手した。「美術館を利用した
ESL（第二言語としての英語）プログラムに関
する一考察」(2011年)ではアメリカのポー
ル・ゲッティ美術館のカリキュラムを事例に、
ネット上で公開されているカリキュラムと教
材の活用価値を分析し、美術館および視覚素
材のグローバルな活用方法として評価した。
「アムステルダム市『町と言語』第二言語教
育プログラム」では、アムステルダム市が行
っている移民政策の一環として市内の博物館
で実施している言語教育プログラムを取り上
げ、プログラム担当者にインタビューを行い、
市と協力して実施に至る過程やプログラムの
開発、実施における工夫や、今後の展望まで
聞き取ることで、一つの言語教育プログラム
の先行事例を提示した。本研究は、このよう
な事前調査を踏まえて、三年間でさらなるデ
ータ収集・分析、理論枠組み構築、成果発表
を実施した。 
 
 
２．研究の目的 
 20世紀後半に入り世界中に数多く設置され
た美術館は、収集・保存、研究・調査、公開・
教育といった役割を果たしながら、他の文化
施設や娯楽施設と競合し、自らの存在意義を
議論してきた。そして美術館の活動は建物の
中で完結するものではなく、コミュニティー
とのつながりを重視し社会への貢献活動を実
施するようになった。美術館が実施している
各種プログラムに、それは反映されている。
特に教育はその顕著な分野である。教育プロ



グラムは今日多くの美術館で様々なプログラ
ムが企画・提供されている。その中でも、比
較的新しいプログラムとして美術館における
言語教育プログラムがある。それは、美術作
品あるいは美術館という空間を用いて、第二
言語の理解力・表現力を育成することを目的
とする。対象となるのは移民や留学生が多く、
プログラムを通して新しい社会で言語能力を
獲得すること、その地域の芸術文化について
理解を深めることが促進される。 
 本研究は、美術館における言語教育プログ
ラムの事例研究から、21 世紀の美術館が果た
す社会的役割を明確にすることを目的とす
る。 
 
 
３．研究の方法 
 文献、統計、インタビュー、現地調査を実
施した。組織的に言語教育プログラムを実施
しいている所はあまりなく、各美術館が独自
に開発しているプログラムが多いため、現地
で資料（特に教材）を収集し、担当者にイン
タビューした。アメリカ、オランダ、デンマ
ーク、スウェーデン、日本で実施した。以下
が主要な調査先リストである。 
 
アメリカ 
J.ポール・ゲッティ美術館 
ハーヴァード大学美術館 
メトロポリタン美術館 
テネメント・ミュージアム 
VUE （VTS ワークショップ） 
アメリカ博物館同盟（AAM） 
 
オランダ 
アムステルダム市 
ステデライク近代美術館 
Foam 写真美術館 
 
デンマーク 
ソロ美術館 
ルイジアナ近代美術館 
デンマーク統計局 
ヨーロッパ・ハウス（EU情報センター） 
 
スウェーデン 
カルマール博物館 
マルメ大学 移民・多様性・福祉研究所 
IMSCOE 移民学会 
 
アイスランド 
アイスランド大学 UNESCO ヴィグディス多
言語・多文化国際センター 
アイスランド外務省 
 
日本 

徳島県立近代美術館 
京都造形芸術大学 アート・コミュニケーシ
ョン研究センター 
 
 また、各年度、研究成果を論文や学会など
の場で発表し、専門家によるフィードバック
やディスカッションを通して、理論枠組みや
データ分析の精緻化を進めた。 
 
 
４．研究成果 
 三年間の研究期間において、21 世紀の美術
館が果たす新しい社会的役割の一つを「言語
教育プログラム」を通して明確にし、提示す
ることができた。理論的な枠組みとして、コ
ンテンツ（作品・展覧会）、情報、美術館そ
のものの移動に加え、人々は様々な目的（旅
行、出張、留学、駐在、移住など）で、より
頻繁に速く移動するようになった「グローバ
ル・モビリティーの時代」であることを設定
した。平成 27 年度の夏には、北欧で現地調
査中にシリアなどから EU 圏への移民の大量
流入が起こり、北欧まで電車で移動する移民
たちを目の当たりにした。「言語教育プログ
ラム」は、こうした社会的変動に応じてます
ます必要性が高まるだろう。結論として、「グ
ローバル・モビリティーの時代」における美
術館は、参加者が作品の鑑賞や解釈を行うプ
ログラムにより言語能力の向上に有効な環
境となる。個人の視点や経験そして表現を重
視する環境は、変化に適応する人、そして変
化を受容する人々にとってエンパワメント
および相互理解への基盤を築く。美術館のよ
うに地域の人々、旅行者、そして新しく地域
に参加する人などが出入りする場が、地域コ
ミュニティーにとって、そしてグローバルな
コミュニティーにとって不可欠な存在とな
りえる。さらに、作品について言語化された
内容は、新たな作品評価への道を開くだろう。 
 
 現行の言語教育プログラムは移民を対象
にするものが多いが、対象はさらに広げるこ
との可能な柔軟性と効力のあるプログラム
である。方法論の研究などから言語能力全般
（母語も含む）、観察力、分析力、表現力、
相互理解力、他教科、他専門分野にも効果が
あることが認められている。実際に、医学部
生、警察や情報機関の職員、民間企業社員な
ど多くの分野で研修に活用され、評価され始
めている。 
 
 事例として、アメリカのポール・J・ゲッ
ティ美術館、ハーヴァード大学美術館、オラ
ンダのステデライク近代美術館および Foam
写真美術館、デンマークのソロ美術館、ルイ
ジアナ近代美術館、イギリスのテート・ギャ



ラリー、日本の徳島近代美術館を主に取り上
げた。具体的なプログラムや教材の違いは、
プログラムの目的に応じて、また作成者によ
って生じる。しかし、共通しているのは、「ア
ート作品を解釈するのはあなたであり、多様
な解釈が可能である。あなた自身の経験や感
想、解釈は他者と共有するに値する」という
前提である。こうしたプログラムは、言語学
習者にとって、間違いを恐れず自分のコメン
トを発することが促進され、エンパワメント
にもなる。さらに、自己再発見や他者理解の
ステップにできるだろう。 
 
 比較研究には、既に教材を出版しているプ
ログラムを長期的な取り組みの事例として
主に取り上げた。それらのプログラム開発の
発端、主導者・機関、予算、担当者・部署、
参加者、運営方法、カリキュラム内容などを
中心に比較した。自治体や美術館、担当者な
ど、さまざまなイニシアティブと開発・運営
のパターンが認められた。これらをモデルに
様々なアプローチが可能であることが重要
な点である。 
 
 また、現在のミュージアム界におけるプロ
グラムの評価にも注目した。国際的なミュー
ジアム機関である国際博物館会議（ICOM）や、
EU の移民時代のヨーロッパ博物館研究プロ
ジェクト(MELA)、アメリカのアメリカ博物館
同盟（AAM）、博物館・図書館サービス機構
(IMLS)、全米芸術基金(NEA)、全米美術教育
学会(NAEA)での評価や取り組みにも、こうし
たプログラムの需要が顕著になっているこ
とが現れている。 
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